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日 時 令和４年７月２１日（木）１９時００分 ～ ２０時１０分 

会 場 広葉中学校 体育館 

出 席 者 数 １１名（うち学校関係者４名、報道関係者１名） 

市 出 席 者 吉田教育長、吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、千葉主事、 

熊倉主事 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○本日の意見交換では、市で示している 1学年 2学級から 3学級という基準

はあるが、市の意見にこだわらず、それぞれの考えをお話しする場という

認識で差し支えないか。 

【市教委】 ○先ほどお示しした基準については、より良い学校づくりをするために、優

先的に検討する学校を選ぶための基準ですので、様々なご意見をお寄せい

ただきたいと思っております。 

【参加者】 〇広葉中学校区であれば、特徴的なのは北進町 2丁目で、マンションにお住

まいの方は区域外就学で東部小学校に通っている方が実体としてはそれ

なりの人数がいるのではないか。また、駅西口にマンションができること

もあり、そのあたりの状況を加味しなくてよいのかと思っている。 

○児童生徒数の推計については、例えば令和 4 年度の小学校 1 年生 45 人の

人数は、5 年前は何人だったかなど、適正規模を検討する上で参考の数値

として資料の中にあっても良いと思っている。 

〇個人的には、この場でどちらが良い悪いと言うつもりはないが、各地域に

とって、子どもが多いほうが当然良いと思っている。これは教育委員会と

いうよりは市の方になるかと思うが、転入してきた方がなぜ北広島市を選

んで住んでいただいたのか、転出した方がなぜ北広島市から出ていかれた

のか、そのあたりを分析して、今後若い世代を呼び込むにあたってどうい

う施策を打つとよいのかということを分析し、人口増に繋げていく必要が

あるのではないかと思っている。特に転出した方は、どうして出ていった

のか、仕事などいろいろと理由があると思うが、そういったことの分析は

必要なのではないかと思っている。 

〇感想になるが、保護者アンケートの自由意見の部分で、緑陽中学校区の方

は習い事や部活についての意見が多く、逆に直接の教育の部分にはあまり

不満は持っていないという感想を受けたが、習い事や部活の充実というの

が市に住んでもらって、人を増やすにはかなり重要ではないかと思ってい

別記様式(第 3条関係) 
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た。その辺りも含めてご検討していっていただきたいなと思っている。 

【市教委】 〇1 点目の転入転出の関係についてでありますが、申し訳ありません、今の

小学校 1 年生 45 人ということですが、0 歳の時に何人いたのかという過

去の数字は押さえておりませんでした。生まれた時から子どもが増えてき

たのか、減ってきたのかについては、今後整理しておきたいと思っており

ます。こちらの推計の中で、転入転出というものを正確に推計することが

難しいこともあり、あくまで住民基本台帳に登録されている数値で推計さ

せていただいたということであります。 

また、北進町のマンションについては、前回の統廃合の経過の中で、陸

橋を渡ればすぐ東部小学校ということがありまして、限定的に東部小学校

に通うことができるということにしています。実際、ご質問にあったとお

り東部小学校、東部中学校に通っているお子さんもいらっしゃいますが、

全体としてそこまで大きな数字にはなっていないというところであり、15

人程度だったかと思います。また、駅西口、北広公園向かい側の、もとも

と芸術文化ホールのイベント時の臨時駐車場部分に、報道であるとおり

180 戸から 190 戸のマンションが今後立つということで、我々としても子

どもが増えることを期待しておりますし、またボールパークの開業と合わ

せて人口が増加するような施策を展開していきたいと考えております。た

だ、180 戸マンションができた場合も、その影響がなかなか見通せない部

分はあり、180 戸全員が市外から来る子育て世代なのか、また子育て世代

であってもどの年代なのかという部分については注視をしていかなけれ

ばならないと思っております。そうした中で、こちらの推計が大きく変わ

るということもあると考えています。 

私たち教育サイドとしては市外の方から、北広島団地を選んでもらえる

ような魅力ある学校づくりを行っていきたいということであります。 

〇2 点目の転出転入の理由でありますが、申し訳ございません、直接の転出

転入の窓口については市民課が担当になるのですが、そちらの方で情報が

あるのかないのか、そういったことも含めて整理をさせていただきたいと

思っております。 

〇3 点目の保護者アンケートの中にあった、習い事等の関係で、学校ででき

たら良いというご意見がありましたが、先ほど申し上げました国の新しい

学校施設のあり方の中に、いろいろな機能との複合化という内容がありま

して、学校の職員室や普通の教室については、お子さんの個人情報等もあ

るので完全に鍵をかけ、それ以外の多目的室などの教室を複合的に利用す

るという学校も全国の中では出てきております。こうした新しい学校のあ

り方、共に創造するということで、「共創空間」という言い方を国はしてい

ますが、そういった「共創空間」に改修していくことで、また学校の魅力

が一つ高まっていくのかなと思っております。 

【参加者】 〇少子化について、今回出された数字は流動的であって、確実に児童生徒数
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が増える・減るという数字がはっきり出るものではないかと思う。これか

ら新しいマンションが建ち、人口も増えるかもしれない、その中で学校を

今後どのようにしていくか考えていく際に、アンケートにもあったよう

に、一人一人に目が届くということや、子どもがどういう環境で学べるか

というところが重要だと思う。 

私自身、田舎の複式学級で育った人間ですが、いつも同じメンバーだか

らといって、固定化された人間関係だと言い切れるのかというところはあ

り、大人になって考えるとメリットしかなかった。例えば、大人数が必要

な時には複式学級だけれども、全校生徒でソフトボール大会や体育祭、合

唱、器楽などを行っていた。そういったことを考えると、クラスも国で定

められた 35 人学級が絶対なのか、クラス対抗等で子どもたちが楽しんで

学べたりすると思うので、学級は複数あった方が良いかと思うが、それが

35 人ではなく、20人、10 人ではだめなのかという気持ちもある。先生と

のコミュニケーションや学びの充実ということを考えると、私は少人数で

複数クラスというのも良いと思う。 

〇市内で考えると、中学校であれば中体連など地域外の方たちとの交流もあ

るが、北広島市の中でもっと各学校との交流があると、子どもたちのコミ

ュニケーションも広がったりするのかなと思う気持ちもある。また、北広

島市は住みやすい街でメディアからもとりあげられているが、私も北広島

市に 15 年住んできた中で、北広島市が大好きになった人間です。どんな

魅力があるかということを打ち出して、こんな教育ができるということを

多方面の方に知っていただき、魅力を伝えられたらいいなと思っている。 

【市教委】 〇まずは複式学級の部分でメリットしかなかったということでありました

けれども、そういった議論も当然あった中で、ある程度集団規模があった

方がよいであろうというのが、審議会の中での議論でありました。 

続いて、35 人学級の関係ですけれども、先生の配置というのが、国の法

令などで決まっておりまして、先程、赤い線と青い線で示したように、学

級の編成基準に沿って先生が配置されます。市独自に 20 人学級などを実

施することになれば、市で全員先生を雇用することになります。こちらに

ついては、先生のなり手不足というのがあり、まずそれだけの人数を確保

できるのかという大きい問題があります。また、市内でいくと普通学級が

小中合わせて 141 学級ありますが、今の適正規模の話とは別に、1学級に

20 人学級をつくるというのは、この広葉中学校区だけでなく全市的な問

題になるということもあり、財源面などいろいろな課題もあります。そう

いったところで 20人、25 人学級の実現というのは今すぐには難しいとい

うのが実情であります。市としても全道の教育委員会で組織する全道教育

長会などを通じて、まず 35 人学級の人数の基準を引き下げられないのか

など、様々な要望はしているのですが、法令的な部分もあり、なかなか達

成できていないというところでご理解いただきたいと思います。 
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〇各学校の交流の機会を設けるということで、中体連などいろいろな場面が

ありますが、そういったことも非常に有効であると思っております。小中

一貫教育の中で双葉小学校と広葉中学校で乗り入れの授業をやっている

かと思いますが、どうしても移動の時間がかかってしまう。国の規則で、

例えば、国語の時間は年間何時間行うと決まっている中で、移動時間を含

めて授業時間を確保するというのが現状として難しいところです。 

ただ、一人一台端末が入って Google Meet 等でオンライン交流ができる

ようになっていますので、今後はそういった技術も使いながら、ほかの学

校と交流をしていくということが可能になってくるかなと思っています。

実際に姉妹都市の東広島市と毎年交流しており、ここ 3年間コロナウイル

ス感染症の影響で行われていないのですが、それぞれの学校に姉妹校とい

うパートナー校がおり、姉妹校と Google Meet を繋いで交流しています。

また、東部小学校と北の台小学校は中学校に進学する時は、東部中学校に

行きますが、小学校のうちから連携しましょうということで、小学校同士

で Google Meet を繋いでオンライン交流を実施しています。学校間の交流

という部分は小規模の学校でもこういった工夫をすることで、新しく機会

を設けることも技術的にはできるようになってきていると思っておりま

す。そういった手法を取り入れながら、色んな考えに触れる機会をつくっ

ていくということになっていくかと思います。 

また、北広島市が非常に住みやすいということで大変ありがとうござい

ます。魅力の発信ということで、教育委員会でいろいろなことをやってい

るつもりではあるのですが、皆さんになかなかうまく届いていないのかな

という部分もあろうかと反省をしております。取組を皆さんに理解してい

ただいて、市外の方にも、北広島市で子どもを育てたいというようなアピ

ールができるように引き続き頑張っていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

【参加者】 ○市としては、双葉小学校と緑ヶ丘小学校が統合する方向で考えているのか

なと思い、今回説明会を聞きに来た。私は人数の多い学校でずっと育って

きていて、小学校から中学校に上がる時に小学校の生徒が二つに分かれて

別々の中学校に進学した。中学校に入ると当たり前に違う友達がいて、別

れと新しい出会いがあるというのが当たり前だと思っていた。北広島市に

引っ越してきたら、子どもたちが双葉小学校に入って、中学校に上がる時

にそのまま進学するということを初めて知り、入れ替えがないということ

について、良い悪いは別として衝撃があった。また、上のお子さんがいる

お母さんから話を聞いた時に、高校受験の際に、ずっと同じ子ども達で育

ってきているため、急に新しい友達が出来るということに衝撃が強すぎ

て、ある程度の子が北広島高校に流れるという話を聞いたことがある。そ

れが本当かどうかはわからないが、自分の将来に向けての分かれ道のとこ

ろで、そういう選択肢は違うかなと思っている。 
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〇部活のところで、広葉中学校と緑陽中学校は野球部やサッカー部を合同で

やっているということを聞いていたので、もし今後統合するのなら、1つ

の学校で 1つのチームになれるのかなというのも思っている。もし広葉中

学校に統合されるとしたら、「いこーよ」のグラウンドが空いているので、

第 2 グランドとして、サッカー部と野球部が毎日外で練習ができる場所

を確保するということもできるのではと思っている。また、「いこーよ」の

体育館も日中使用していない際に室内の部活動の練習が出来るのかなと

意見として考えていた。 

【市教委】 〇最初に申し上げたとおり、学校に対する考え方は、先ほどの方は複式学級、

今ご意見いただいた方は大きい学校だったということで、きっと思い描く

学校像は皆さんそれぞれ違うと思っています。そうした中でこういった意

見交換会等を重ねて一緒に答えを探していくということを考えています。

先ほど、高校受験のお話がありましたが、皆さんご経験のとおり、社会に

出ると常にいろいろな人と関わっていくという中で、他者と関わる力を培

っていかなければいけないと考えます。そういった中で、統合という選択

肢や学校が別れるという選択肢もありますし、ICT を使って遠くの地域と

交流するといった機会を設定していくということが大事だと思っており

ます。 

〇また部活の関係ですが、最初にお話ししたとおり、学級数に応じて先生が

配置されるので、どうしても部活の数というのが、小さい学校ですと限ら

れてしまうという現状になっています。広葉中学校においては、スポーツ

系が 4つ、文科系が 2つで計 6つの部活動がありますが、市内で一番大き

い大曲中学校ですと、スポーツ系が 8つ、文科系が 4つということで、そ

ういった選択肢にも違いが出ているという現状になっているところであ

ります。また、「いこーよ」のグラウンドと体育館の関係ですが、こちらに

つきましては、まず教育だけではなく市として、公共施設をどのように有

効活用していくのかという観点で、幅広に検討していく必要があると思っ

ております。空っぽのまま置いておくということではなく、市民の皆さん

をはじめとして、いつもどなたかにご利用いただいているということが大

事なのかなと思っております。ご意見として、承らせていただきたいと思

います。ありがとうございました。 

【参加者】 ○下の子が令和 2 年生まれなのでこれに当てはまるかなと思い参加させて

いただいた。もし、緑ヶ丘小学校と双葉小学校が合併するとしたら通学距

離は遠いと思う。どちらの学校に統合するか分からないが、スクールバス

というのはお考えになっているか。 

【市教委】 ○最初に、結論は現状持ちあわせていないということでありますので、明日

も緑陽中学校区で同じような意見交換会をやりますが、それを重ねながら

答えを一緒に探していくという考えです。その中で、仮に統合という選択

肢になった場合、その統合に伴って通学距離というデメリットの部分も出
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てきますので、そういったデメリットをどう解消していくのかということ

も合わせて一緒に検討して行く必要があると思っております。砂川市では

市内に 5つの小学校と 2つの中学校があるのですが、これらを一つの義務

教育学校にすることを今取り組まれていると伺っています。その中で、ど

うしても通学距離が長くなるのですが、砂川市ではスクールバスを出して

通学に伴う負担を緩和していくとのことです。そういったデメリットを緩

和して、学校の中ではある程度の集団規模を確保するという選択肢を取ら

れております。 

どういう結論になるかはこれからとなりますが、いろいろなことを一緒

にシミュレーションしながら、またご心配な点があれば、今いただいたよ

うにご意見をお寄せいただきたいと思っております。 

 

 

５ 閉  会 

 

 


